
群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　8506520075JJ/20130330

( 科目コード：8506520075JJ)

【改訂】第 1 版（2012-03-08）
【科目】[ 情報工学特論 I]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

石田 等

【授業目標・教育方針】
確率の基礎的概念を理解すること。
情報量・エントロピーについて基本的な計算ができること。
情報源符号化の基本を理解すること。
現代情報通信技術に情報量がどのように使われているかを理解すること。

【授業概要】
この講義では「情報とは何か」をキーワードに、確率統計の復習から始め、情報理論の基礎を学ぶ。具体的には情報
と確率との関係、情報量とエントロピー、さらに符号理論の初歩まで学ぶ。
○確率論の基礎
応用数学 I で習った確率統計を復習する。
○情報量とエントロピー
確率をもとに情報量、エントロピーを定義し、例を示す。さらに結合エントロピー、条件付エントロピー、相互情報
量について学ぶ。
○情報源符号化
情報源の定義とモデル、符号化による冗長度の除去、シャノン・ファノ符号化、ハフマン符号化、情報源符号化定理
を学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：今井秀樹「情報理論」（昭晃堂）

【メッセージ】
この授業の内容はディジタル通信、符号理論、信号処理、などの基礎である。選択授業だが、多くの人に受講しても
らいたい。授業は、シャノンの情報理論に基づいておこなうので、確率をよく理解しておいて欲しい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：中間試験、定期試験で評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：[ 情報工学特論 I]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 4 回 確率論の基礎 ○確率論の基礎
確率、条件付き確率、ベイズの定理、確率変数、確率
分布、大数の法則、中心極限定理、マルコフ過程

5 回～ 8 回 情報量とエントロピー ○情報量とは何か
情報量の定義、情報量の加法性
○情報量とエントロピー
平均情報量、エントロピー、結合エントロピー、条件
付エントロピー
○相互情報量
定義と性質

9 回～ 13 回 情報源符号化 ○情報源とは何か
定義、情報源モデル、情報源のエントロピー
○符号化
符号化と冗長度、シャノン・ファノ符号化、ハフマン
符号化、情報源符号化定理

14 回～ 15 回 発展的話題 ランダムウォーク、フラクタル
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